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で異なっていてもおかしく無い。では東洋におけ

るその影響とはどのようなものであったろうか？

東洋では近世以後，知識人はテクストを「印刷

文字」として読むことに慣れきっていた。そして

手書き文字が背負う字体の「ゆれ」やそこにひそ

む事象への関心が低かったように見える。学術的

関心も，印刷によって固定され，絶対性を賦与さ

れた文字の語義研究へ，もっぱら向けられた。す

なわち書物の研究は，印刷された文字の連なりを

出発点とし，先だつ鈔本時代の揺れ動く文字の姿

は学術的関心から忘れられていった。これはあた

かも，仏典が漢訳されると，中国の仏教研究がほ

とんど原語に遡ることが無かったのと同様である。

金石文字についても，金石文そのものを研究する

のではなく，文献をどう補強するかという点に主

眼があったと見える。つまり東洋では，いち早く

印刷術が普及したせいで，ある時期以後，印刷と

いう技術の及ぼした影響は，書物供給量の増加に

ではなく，印刷文字による字体の画一化に，その

主要な点があると思われる。技芸作品としての書

に読みがたい文字がこのころから多出するように

なるという大変興味深い現象もあるが，文字字体

への関心は，近世以降の中国知識人の中で総じて

薄い。そしてさらにいえば，異体字や古体文字を

扱わないことが，文人としてスマートなことと意

識されていたふしもある。玩物喪志というわけで

ある。片や西洋では，漢字の字体にあたる綴り字

の画一化，正書法の確立は，ラブレー（ 世紀前

半）の時期には進んでおらず，パスカル（ 世紀

半ば）の時代を待たなければならなかった
（＊１）

。

さて「尚書正義」に話を戻そう。「尚書正義」

が注解の対象とした『尚書』という書物には，

「古文」という常態ならざる文字体を多く含む伝

統があった。それは伝承によれば，秦の始皇帝の

焚書ならびに文字統一以前の字体が生き残ったも

「尚書正義定本」と漢字
コード
木島史雄

本研究所が，まだ東方文化研究所であったころ

の研究成果の一つに「尚書正義定本」がある（第

１册 昭和 年 東方文化研究所経学文学研究室

発行）。その名のとおり，中国の古典である『尚

書』につけられた「尚書正義」という注釈の，現

代に伝存する諸本を詳細に検討し，原本の旧に復

すべくまとめられたものである。「この「定本」

が「尚書正義」に對する最後の校定となることを

希望し，またさう信じるものである」と校定者は

記す（「尚書正義解題」東方学報 京都 第 册）。

たしかに氏の意気込みと自信に値するだけの価値

を持ち，ある意味では近代日本における漢学研究

の最も優れた成果の一つといってよい。しかし近

年の研究環境の変化のおかげで，更にその研究を

進めうる可能性がでてきたように思われる。

はなしは 世紀ヨーロッパへととぶ。 年こ

ろ，マインツでヨハン・グーテンベルグが金属活

字による活版印刷術を発明した。そして印刷とい

う手法ならびに現象がヨーロッパ世界にひろがっ

ていった。ところで目を東洋に向けてみると，中

国では明王朝の中ごろにあたり当時，印刷出版は

ごくありふれた活動，そして産業でもあった。道

教のお経全集である「道蔵」 種 卷という

大部の出版もこのころなされている。つまりこの

時期，洋の西と東で，印刷物へのなじみ具合は大

きく異なっていた。そしてそれぞれの世界に存在

する印刷物の絶対量は，相当に大きく異なってい

たということができる。

ところで一般に，印刷という技術が文化史に大

きな影響を持ったその主要な原因は，書物の供給

量にあるとされる。印刷のせいで，多くの人がキ

リスト教の「聖書」を目にすることとなったとい

うわけである。しかし東洋における印刷の普及時

期と生産量を考えれば，知識界への影響が，東西

＊ ）フランス語の場合，オランダからの印刷物の流入によっ
て近代正書法が決まったという。ちなみに現在本研究所
の欧文紀要の名称は，背文字では「 」であるが，
册子の表紙には「 」とある。 と の分化以
前の情況を衒ったのだろうか。



のとされる。そして「古文」で記されていること

が，正統的なテクストの証でもあった。したがっ

て「正義」が採用した『尚書』本文も古文字体で

あった。その姿は，敦煌や日本に残存している鈔

本によって確認される。そしてもちろんこの「尚

書正義」が編集された唐のはじめには，印刷術は

普及しておらず，印刷による文字の統一，絶対化

はまだ起こっていなかった。

さて「尚書正義定本」である。この書の目的は，

本文を含まない「尚書正義」のテクスト確定にあ

る。しかし「尚書正義定本」は現実には本文も並

べ記している。「尚書正義」の原著作当時の姿を

目指すならば，『尚書』本文は無いほうがよく，

入れるならば古文字体を用いるのが筋であろう。

しかしそうはなっていないのである。もちろん

「定本」の編纂者たちがここに述べたような『尚

書』にまつわる事態を認識していなかったわけで

はない。それどころか本研究所には，敦煌将来な

らびに本邦残存の『尚書』旧鈔本の写真が，徹底

的に集められ，收蔵されている。そして「読尚書

注疏記」（東方学報 京都 第７册 册）をみ

れば，多くの『尚書』旧鈔本を詳細に比較検討し

て，校勘記が作成されている。しかし「注疏記」

の時点で，すでに古文字体は議論に姿を見せない

し，「定本」中には，古文字体の情報は見えない。

その最大の理由は，『尚書』を読もうとするもの

への配慮であるに違いない。というのは現在この

世に存在する『尚書』のほとんどは古文字体を含

まないからである。しかし字体に全く言及しない

のは，いささか不親切であろう。このように思い

をめぐらせてくるとき，さきにのべたような，東

洋の学者たちの印刷文字への長年の狎昵と，手書

き文字への無関心に思いいたる。印刷文字をあつ

かうかぎり，文字字体などというノイズに煩わさ

れること無く，本文の論理展開や，表現の巧拙に

意識を集中できる。そして，「尚書正義定本」の

編纂者たちも，このような流れの中にあったので

はないか。そしてそれはいかにも知識人らしい態

度であると感じられていたのかもしれない。なお

「尚書正義定本」の作成作業が進められていたこ

ろ，同じく本研究所で小林信明氏が『尚書』の古

文字体にもっぱら目を向ける研究をしておられた

が，残念ながら直接的にはその成果は「尚書正義

定本」に取り入れられなかったようである。

さてわれわれの課題である。いち早くは電子複

写機，最近ではコンピュータという道具の進化を

受けて，あらたな視点，あらたな手法でのテクス

ト研究が可能になっている。そして本誌の前２号

で語られた，コード体系からの漢字の解放が実現

すれば，それは，ここに記してきたような文字字

体をも視野に入れたテクスト研究にとって大きな

力になるに違いない。そして，印刷というメディ

アが絶対性を失いつつある現在こそ，印刷が学術

にもたらした影響についても，いま少し視野ひろ

く，しかも精密に考察する格好の時期であろう。

「尚書正義定本」の成果を今一歩進める環境は整

っているといえるのではないだろうか。（人文科

学研究所助手）



がふさわしいが，漢字で書かれたテキストを電子

化するのには不適切である。漢字においてはテキ

ストの符号化という行為は，この用字系（ ）

の持つ性質によって非常に困難なものになってい

るのである。概念的に漢字という文字は，意義素

（ ）あるいは形態素（ ）を構成す

る基礎要素にすぎないが，ラテン文字と比較する

ならば，文字よりもむしろ単語（ ）に対応す

ると考えられる。

書記系（ ）として漢字が用いられ

るところでは，時代や地域，あるいは文化の違い

により，非常に多くの字体の違いがあるため，上

述した抽象化において文字を構成する対象を決め

ることはしばしば困難である。図１はこのことに

ついて実例を示している。

これらは高麗大蔵経に現れる文字（異体字）で

ある。字形の違いは，時間や空間の違いによって

もたらされるばかりではなく，ある少数の職人に

よって版木に彫られた，単一の文献にも現れるこ

とは注目すべきである。図１は李圭甲編『高麗大

蔵経異体字典』（高麗大蔵経研究所刊， 年

月。掲載した漢字は の である）

に現れる 体からの抜粋にすぎない。もちろんこ

れらはすべて同じ文字の異体字と考えられる（だ

からこそ編者はそれらを皆同じ文字として１つの

項目にまとめたのである）。電子化の過程におい

てこの例に数値を割り当てる際には，それらをた

だ一つのコードにし，アルファベット書記体系で

行うときと同じように，形状の違いを無視するこ

とができる。これが満足のいく解決法ではないこ

とは言うまでもない。この方法は場合によっては

電子化とは何か？
クリスティアン・ウィッテルン

電子化とは，あるものをデジタル形式で使える

ようにする過程である。デジタル形式のメディア

においては，数値を割り当てることによってすべ

てが表わされる。割り当てる数値の範囲と間隔が

電子化の結果の品質を決めることになる。文字の

電子化の過程も基本的に「間隔の細かさ」（「標本

化」， ）と「割り当てられる数値の範

囲」（「量子化」 ）という２つの変数

に準拠して変わる。

テキストの電子化はあるページの具体的な画像

データを抽出することだと考えられる。ここでは

基本的には同様なモデルを用いることが可能であ

る。すなわち対象となるテキストの電子化におい

て，サンプルとなる文字を選び出すことは標本化

に相当し，選び出された各文字に対して数値を対

応させる文字符号は量子化に相当する。

この様なモデルでは紙の上で見られる文字から

２段階の抽象化を行なっている。まず具体的な文

字の形を数学的表現に変換する抽象化，そしてさ

らに字形の数学的表現を各文字に対応した値（符

号）で表すような抽象化である。この第２段階の

抽象化の過程においても，多くの情報が失われて

しまうのは明かである。例えば，文字の大きさに

関する情報も存在しないし，フォントファミリー

や書体の情報も失われている。このモデルにおい

ては，文字そのものの値のみを記録する。具体的

な文字の形状を表していた数学的表現さえ超えて

いると言ってもいいかもしれない。今論じている

のは，文字の単なる「イデア」にすぎず，それは

その存在以外は他の具体的な属性を一切持たない

からである。このモデルによるテキストの電子化

において，文字はその標本化周波数と数値の範囲

において使えるアルファベットに割り当てられた

ものであるということになる。

ラテン文字を使って著されたテキストは，この

値を対応させるのが容易であるため，このモデル



題 ，表表紙と裏表紙とで１冊の本となっている。

この構造を適正に処理するために，電子化には

より高次の抽象化が必要である。文書記述言語は

根本的な構造のみならず，ある１つのテキストの

その他多くの側面をもコード化するのに便利な方

法として開発されている。

人文科学の様々な分野の学者が何百人も集まっ

た国際的な共同プロジェクトである

（ ，テキスト電子化協会）は，

（テキストの電子コード化と互換のた

めの指針）を編纂出版している。

コンソーシアムによって定められたタグ

集に加えて，コード化されたテキストを，単語や

その意味についての情報を含むセマンティックな

データベースにリンクさせることは，多くの目的

に有用である。英語については，プリンストン大

学のジョージ ミラーが中心になって開発した

機械可読辞典に，コード化されたテキ

ストをリンクさせ，セマンティック語彙索引を作

ることによってこれに成功している。漢字の世界

にも同様のデータベースを構築する必要がある。

本稿で概略を述べた電子化のプロセスは，抽象

化の度合を上げるプロセスとして組み立てられた

ものである。このようにコード化された情報は，

目的に応じて，どのようなレベルにおいても使う

ことができる。しかし，抽象化することは細部が

失われることを意味するのだから，コード化され

たレベルでは答えられないような問題に際しての

代替システムとして，詳細でより具体的なバージ

ョンも保存しておくべきであり，またそうするこ

とは可能である。これは活字版に正本のファクシ

ミリをつけると同じことである。それ以外につい

ては，この新しい（抽象化された）バージョンは，

コード化された情報を用いて再現することができ，

画面や紙に印刷して示すことができる。こうして

ディジタルテキストは現実に引き戻すことができ

るのである。（センター助教授）

適切であるが（例えば情報の検索において，これ

はより高い再現能力を生み出すであろうが），す

べての状況に対して適切とは言えない。

ここで直面している根元的な問題は，漢字はラ

テン文字と違う言語学的な単位であり，これをそ

のままコード化することは英語の単語の１つ１つ

にコードポイントを割り当てるようなことである

ため，ラテン文字と同じようにコード化すること

には無理がある。

そこで考えられる１つの解決策は，漢字そのま

ま で は な く 漢 字 の 構 成 単 位 （書 記 素，

）をコード化することである。漢字は，

誰の目にも明らかなように，いくつかの構成要素

からできていることが多いのであり，それらを符

号化するのはより簡単である。漢字の構成の規則

性を考察した台湾中央研究院の謝清俊教授の研究

によれば， 余りの構成要素から最もよく使わ

れる５万以上の漢字が作れるという。このシステ

ムで表せない新しい漢字を作るために，新たなま

だシステムにない構成要素が必要とされる可能性

はほとんどゼロに近い。

図２は前掲の例としてあげた漢字が３つの構成

要素からできていることを示したものである。

画面や紙に再現するためには，ラテン書記体系

における合字についてなされるように，前もって

作成しておいたグリフ（字形を抽象化したもの）

から選び出す。作成されたグリフがない場合は，

その時に作成こともできる。

以上ではテキストを構成する最も基本的で図形

的な単位のことだけを考察してきた。しかし，テ

キストの電子化全般を論じるには，その他多くの

特徴を考慮しなければならない。テキストは複数

の段落から構成されているのであり，段落は文か

ら，文は単語からできているのである。いくつか

の段落が集まって節や章を作り，いくつかの章と



ポスト文字コードの意義
師 茂樹

今は昔，妙安寺で写経の毎日を送る隠遁僧寿水

の前に，毎夜，単（ひとえ）姿の女が姿を現すよ

うになった。悲しげな顔をした女の顔には，ある

はずの口がない。女が示した和歌を手がかりに，

陰陽師安倍晴明はその女の正体を見破った。女の

正体は，寿水が写経した般若心経の「如」の字だ

った。その字は，旁の「口」の部分に誤って墨を

落としたために，染みになっていたのだった。

これは，現代の大人気コミック『陰陽師』の一

話である。このようなモチーフは漢字文化圏の古

典にしばしば見られるもので取り立てて珍しいも

のではなく，古典の現代的なアレンジとでも言う

べきものであるが，コンピュータにおける文字処

理の問題を考える上で，いろいろな示唆を与えて

くれる。旁の「口」を墨で汚された文字の霊は，

顔から口がなくなっただけで女の姿はそのままで

あった（安倍晴明が写経の染みを修復した後，顔

に口が戻った女が現れ，晴明に謝意を表する）が，

現代の一般的な文字コード処理では，漢字の一点

一画が増減しただけで，何の関連もないまったく

別のコードになってしまう。中国でよく用いられ

る点のある「 」と日本で用いられる点のない

「器」との違いは点の有無に過ぎないのであるが，

それ以外の共通点は一切無視されてその小さな差

異だけで別のコードが付されることになる。

また，この文字の霊は，平安時代の女の格好を

している。中国が舞台であれば当時の中国女性の

格好で，現代が舞台であれば現代女性の洋装で現

れてくるのだろう。いずれにせよ文字は，地域や

時代に応じて，換言すればコンテクストに応じて

その装いを変えるものであるが，文字コードにそ

のような機能はない。中国の字と日本の字をまっ

たく同じものとみなすか，まったく別のものとみ

なすか，という方策しかとられていなかったと言

ってよいのである（ や異体字タグのよう

な試みはあったが）。

「

が出るまでの は，共通化

できる部分は共通化し，字形の定義に幅を持たせ，

細かい字形の差異等，コンテクストに依存する部

分の処理はユーザ側に委ねるという“牧歌的な”

仕様のおかげで，地域や時代を超える性質と超え

ない性質という漢字の両面性がかろうじて表現さ

れていたように思う。ところが新しい

では，中国のしたたかな戦略によって牧歌的

な有り様が崩れ，中国というコンテクストに親し

い文字コードへと変質してしまった（詳細は川幡

太一氏「新 と の漢字を

検証する」『漢字文献情報処理研究』第２号参照）。

守岡知彦氏が中心となって開発している

は，かつての のように厳密

さを欠いた方法ではなく，計算機にふさわしい方

法で漢字の多様な属性を表現しようという試みで

あると言えるだろう。現時点で各文字に付された

属性は部首・画数情報，既存の文字コードとの対

応等，コンピュータ処理において利用頻度の高い

ものが多く，またコンテクストに応じて振る舞い

を変えるという点についても不十分な点があろう

（コンテクスト処理においては，コミュニケーシ

ョン論や人工知能的なアプローチが必須と思われ，

甚だ興味深い）。しかしながら， のア

プローチは，単なる背番号制にすぎなかった文字

処理から文字本来の姿を取り戻す方法として，大

いに期待される。

筆者も， （

）という共同研

究の場において，漢字の属性データを豊富にしデ

ータベース処理に応用する研究を進めている。現

時点では を中心とした文字コードにお

ける矛盾や混乱が自動的に炙り出されるようなデ

ータが中心であるが，いずれは伝統的な属性──

古い時代の音韻や特定地域に特有の字体（国字な

ど）の属性をコラボレーションを通じてデータベ

ース化することで，漢籍データベースに厚み，深

みを与える一助としたいと考えている。（早稲田

大学非常勤講師）



本所の漢籍目録の史部地理類では，一地方に関

するものを〈地志 といい，一定の体例を具備し

て，元以前に編纂されたものを〈古地志 ，明以

降のものを〈今地志 と呼び，目録では各々〈古

地志之属 と〈今地志之属 に分類配列している。

日本において今地志の収蔵にとむ機関としては，

内閣文庫や東洋文庫などが知られているが，本所

も必ずしも万全ではないが，少なからざる所蔵が

あり，原本で収蔵することがかなわないものは，

景照本によって蒐集している。

ここにあげた『廣西通志』は現在の広西壮族自

治区全域を対象にしたいわゆる〈省志 である。

現存する広西地方の省志は，明代から民国時期の

ものまで９種が知られている。このうち明代のも

のには嘉靖と万暦のものがあり，掲載書は嘉靖年

間の編纂にかかるものである。嘉靖通志の今日伝

存するものは少なく，国内では内閣文庫（藍印

本）と本所の所蔵が知られるところである。中国

においても稀で，中国国家図書館（北京図書館）

と広西壮族自治区档案館が知られる。

本書の大きさは （ ）× （ ×

），金 玉装に改装。版式は四周単辺，白口，

有界， 行 字。嘉靖壬辰（ 年） 冕序，嘉靖

辛卯（ 年）林富序，および弘治六年周孟中序，

弘治癸丑（６年）程廷 序の二篇の旧序を付す。

全六十巻を図経二巻，表八巻，志三十巻，列伝九

巻，外志十一巻に分かつ。巻第十六から第二十一，

第二十八第二十九の８巻を欠き， 冊に分冊され

ている。清末の文人で蔵書家としても名高い傅増

湘の旧蔵で『藏園羣書經眼録』にも箸録されると

ころのものである。ちなみに本所所蔵の（嘉靖）

『廣東通志』（明談 修，明黄佐等纂）もまた傅氏

の旧蔵で，同じく箸録がある。

印記は「翰林／院印」（左半に満文）「小山／堂

書／畫印」「海虞科／第世家」（陰文）「蒋養菴／

藏書記」「雙鑑／樓藏／書記」（陰文）「 叔／審

定」「増湘／私印」（陰文）「龍龕／精舎」「江安傅

／ 叔攷／藏善本」「傅増湘／讀書」「書／濳」な

どがある。（センター助手）

人文研のアーカイブス

廣西通志 六十卷

闕卷第十六至第二十一第二十八第
二十九

明林富修 明黄佐等纂
梶浦 晋



【 】
・ 月１日（月） 月５日（金）に第 回漢籍
担当職員講習会（漢籍電算処理）を実施した。受
講者は 名。本センターのスタッフに加えて，国
立情報学研究所の宮澤彰教授，大型計算機センタ
ーの金澤正憲教授，小山田耕二助教授，沢田篤史
助教授，高倉弘喜助教授，岩下武史助手，江原康
生助手，川原稔助手を講師として迎えた。

・ 月５日（月） 月９日（金）に第 回漢籍
担当職員講習会（初級）を実施する。参加予定者
は 名。所外からの講師には，神戸大学の森紀子
教授，立命館大学の上野隆三助教授，東京大学の
橋本秀美助教授を予定している。
・ 月 日（月） 月 日（火）に平成 年度
全国文献・情報センター人文社会科学学術情報セ
ミナーが開催される。全体のテーマは「人文社会
情報と 」である。本センターが分担するセッ
ションは，テーマが「漢字と 」，発表者は安岡
孝一センター助教授（「大漢和辞典と

」），クリスティアン・ウィッテルン助教授
（「漢字の電子化について」）である。
・最新のセンター刊行物
「東洋学文献類目」 年度版（ 年３月）
井波陵一「中国目録学 四部分類法について」
（ 年４月，講習会用テキストであるが，

上でも閲覧できるように現在準備中）
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電話

漢 字 情 報 研 究 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ
（ ） で は，
英語版を作成しました（下図参照）。公開中の

は，本年度末に新しい検索システ
ムに切り替える予定です。利用者から著者名による
検索もできるようにしてほしいという要望が多数寄
せられていますが，新方式では可能になりますので
ご期待ください。

京都大學人文科學研究所
附屬

漢字情報研究センター

〒 京都市左京區北白川東小倉町

年 月 舊「東洋學文獻センター」は新た
な出發をしました。


